
本巣市版

ＳＯＳの出し方・気付き方に関する教育

子どもと保護者へ伝え続ける５つの約束

・頑張る子を先生たちは精一杯応援する。 →誰も一人ぼっちにさせない。

・仲間を否定する言動には全職員で指導する。 →いじめはチームで対応する。

・一番相談しやすい人に相談できる体制を作る。→SOS を出せる関係作り

・その日のうちに解決に向けた動きを作り出す。→迅速な初期対応を目指す。

・いじめを見たら、すぐに大人に話せる関係を築く。 →傍観者から発信者へ。

全ての児童生徒一人ひとりによりそう
～一人一人が居心地のよい居場所にするために

本巣市教育委員会

（令和２年７月作成）
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